
地域環境と建築のつながりを考える

環境建築デザイン研究室の展示会「環展」を開催します。

2月29日(土)～3月3日(火)、本学の地域・文化交流施設「Cross Square」(クロススクエア)（香美市）で、
システム工学群 環境建築デザイン研究室(渡辺 菊眞准教授)の研究成果を紹介する展示会「環展」を開催し
ます。
本研究室は、自然や文化などの地域環境を読み解き、それに呼応する建築を提案することをテーマに活動して
います。そんな学生や渡辺准教授の設計は、建築構想の深さや斬新性、未来社会に与えるワクワク感などから、
国内外で多数受賞しています。
今回は、学生や渡辺准教授が設計した16作品を模型・パネルで紹介します。また、高校生や地域の方々にも
地域環境と建築のつながりを考えるきっかけにしてもらえればと、初めて大学のキャンパスを飛び出し、香美市中心
部の訪れやすい施設で開催します。

環境建築デザイン研究室の展示会「環展」

■日時 令和2年2月29日(土)～3月3日(火) 13：00～19：00

■場所 高知工科大学 地域・文化交流施設「Cross Square」(クロススクエア)

（香美市土佐山田町宝町１-１-１）

■展示作品 1.風景建築スタジオ(3年生の作品7点)/2.卒業設計(4年生の作品5点)/

3.修士設計・研究(修士2年生の作品・研究3点)/4.金峯神社(渡辺准教授の作品)

■入場料 無料

■その他 開催中は学生が交代で常駐しています。渡辺准教授や特定の作品の取材を希望される場合

は、事前に広報課へご連絡ください。

注目の展示作品・研究

金峯神社～会場に「里の拝殿」を4分の1サイズで再現～

高齢化・過疎化の中で社殿崩壊の危機にあった香美市佐岡地区 金峯神社の
再建プロジェクト。社殿設計は渡辺准教授が担い、研究室総出で再建しました。
本殿は森に残し、拝殿は人が参拝しやすい里に下ろす“分割造替”という斬新な
設計で10数年ぶりに秋の例祭が復活しました。
今回は会場に「里の拝殿」を4分の1モデルで再現します。
「高知県知事賞（最優秀賞）」「World Architecture Community Awards」
受賞のほか、閉塞した社会にさわやかな流れをもたらす作品として、
今年「日本建築設計学会賞」も受賞しました。

四国遍路の携帯式寝床空間-建築を問う試み-(修士2年 中村 晋作さんの研究)
「建築にとって必要な空間とは何か」を考えるため、考案したテント型の携帯式寝床空間で寝泊まりしながら四国遍
路の旅を行った中村さんの研究成果を紹介します。

★この他にも、ごめんなはり線沿線や南国市、香美市など、
様々な地域と向き合い構想した学生設計を多数展示します。
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【本リリースに関するお問い合わせ先】

高知工科大学 入試・広報部 広報課 長山・末定

TEL.0887-53-1080(休日：050-5236-9181)

E-mail : kouhou@ml.kochi-tech.ac.jp
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